	科目名「　植物バイオテクノロジー　」学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名　愛知県立○○○高等学校　指導者　○○　○○

	１　日時・場所　　平成○○年△△月□□日（　）第○限・○○○実験室

	２　対象　　　　　第○学年△組科（□名）

	３　使用教材　　　植物バイオテクノロジー

	４　単元名　　　　３　培地の構成要素と調整

	５　単元の目標
　(1)　培地の構成要素を理解する。
　(2)　培地の調整方法を理解する。

　(3)  培地の調整手順に従い，培地を作製する技術を身に付ける。

	６　単元の評価規準

	関心・意欲・態度
	思考・判断・表現
	技能
	知識・理解

	　培養に用いる培地の種類や組成について興味・関心をもち，植物の種類，材料となる外植体，培養環境，培養目的により異なることから，適当な培地を選択して，修正や改善を加え，主体的に最適な培地を探求しようとしている。
	　培養に用いる培地の種類や組成，培養環境や培養目的についての諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎的な知識と技術を基に合理的に判断し，その過程や結果を適切に表現している。
	　培養に用いる培地調整の基礎的な技術を身に付け，植物組織培養における無病苗生産や大量増殖技術の技術を合理的に計画し，その技術を適切に利用している。
	　培養に用いる培地の種類や組成の基礎的な知識を身に付け，培養環境や培養目的と関連して理解している。

	７　単元の指導計画（全５時間）と本時の位置

	時間
	学習内容・学習活動
	評価の観点
	評価方法等

	
	
	関
	思
	技
	知
	

	１
	· 培地の構成要素
・培地は大きく分けて，水，無機栄養素，有機栄養素，植物ホルモン，天然物質，支持材料から構成されていることを理解する。
	○

	
	
	
	培地を構成する物質に関心をもち選択することができる。

（教師による観察）

	２

３
	· 培地の調整方法
・考案者による培地の種類，支持材料による分類を理解し，ＭＳ培地の貯蔵液の組成並びに主な植物ホルモンの特徴，貯蔵液の作成・貯蔵法を理解し，培地の調合方法を理解する。
	
	
	
	○
	培地の考案者名，支持材料の種類と培養目的を関連付けができる。

貯蔵液の作成・貯蔵法を理解し，培地の調合手順を理解している。
（教師による観察）（小テスト）

	４

(本時)

５

(本時)


	· 培地の調整（実験実習）

・安全な実験実習における服装・態度で臨む。

・実験器具の正確な取扱方法を理解する。

・班ごとにシラン無菌播種用の次亜塩素酸ナトリウム溶液（アンチホルミン）の培地を手順に従い調整する。
◎　器具の片付け

・培地調整実験で使用した実験器具を洗浄し，適切に片付ける。

◎　レポート作成

・培地調整実験についてレポートにまとめ，発表する。
	
	○
	○
○
	
	安全に留意した服装，態度で実験に臨むことができる。

実験器具の名称を理解し，取扱いが適切にできる。
（実技・実験態度）
手順に従い培地調整ができる。
次亜塩素酸ナトリウムの効果について理解している。
（実技・実験態度）
レポートを作成して，自分の考えを発表することができる。
（発表）

	８　本時の目標

	　手順に従っての培地の調整方法を身に付ける。また，次亜塩素酸ナトリウム溶液（アンチホルミン）の培地への添加による滅菌の効果について理解し，通常の無菌播種方法と簡易無菌播種方法の違いについて理解する。

	９　本時の指導計画

	
	学習内容・学習活動
	指導上の留意点
	評価規準・評価方法

	導入
(10分)
	◎　この単元の目的を理解する。
◎　本時の目標について理解し，培地の調整実験をすることを確認する。
	・培地の作製手順について確認し理解させる。

・服装の点検，安全確認をする。

	・培地の構成要素に関心をもち，手順に従い実験に臨む姿勢がある。

	展開
(80分)
	◎　使用薬品・器具の準備 

    使用薬品・器具を班ごとに準備する。
◎　培地の作製

　各班で，培地の調整手順に従い作製する。

　(1) 薬品の計量

　(2) 薬品の溶解
　(3) メスアップ
　(4) 寒天添加
  (5) 加熱溶解
　(6) アンチホルミン添加
  (7) 分注
　(8) 閉栓
　(9) 凝固・保存
◎　片付け

    使用薬品・器具の片付けを行う。
	・準備を迅速に行わせ，安全に実験に取り組ませる。

・培地作製量に合う試薬の計算ができるように指導する。

・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひょうりょう),秤量)器具を正しく使い正確に計量できるように指導する。

・火気の取扱いについて十分注意するよう指導する。

・手順に沿って，正確に培地調整できるように机間指導する。
　

・使用器具の洗浄を徹底し，迅速に片付けをさせる。
	・指示，実験内容が理解できている。

・手順に従い，培地を調整することができる。

【技能】

・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひょうりょう),秤量)器具を正しく使い，正確に計量することができる。
【技能】
・実験器具や火気の取扱いに十分注意して実験に取り組むことができる。

【技能】


	まとめ
(10分)
	◎　簡易無菌播種用培地調整について復習をする。
・次回の内容を確認する。
	・培地作製手順を再確認させる。
・本時の内容をレポートまとめさせ，発表させる。
	・本時の内容が理解できている。
・レポートが的確にまとめてある。
【思考・判断・表現】




